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ブラジルフェスティバル報告 ANIMA MUNDI 2001 -そ
の1
菅沢悦子（特派員）
　去る7月15日から25日にかけて､ブラジルでのアニメーション･フェスティバルに参加してきました｡アニマ･
ムンディ(ポルトガル語で｢世界のアニメーション｣の意)･フェスティバルはブラジル最大の都市､リオデジャネ
イロとサンパウロの2ヶ所で開催されており､今年で9回目｡前半はリオ､後半はサンパウロに会場を移し､合わせ
て半月ほどの長期間です｡フェスティバル･ディレクターであり､99年アヌシーフェスティバルでなみきさんと
共に国際審査員を努められたマルコス･マガリョアス氏のお招きにより､今回のゲスト参加が決定しました｡
　アニドウの提供する上映内容は､｢のらくろ伍長｣｢くもとちゅうりっぷ｣などの古い白黒アニメーションの他､
｢セロ弾きのゴーシュ｣｢この星の上に｣の2本です｡展示部門にも協力し､｢日本のアニメーションの系譜｣をテー
マに森やすじ､小松原一男､椋尾篁といった方々の貴重な原画､｢この星の上に｣の原画とセル､映画ポスターなど
計50点ほどを展示しました｡
　私はこの展示の責任者兼アシスタント･カメラマンとして､この催しに同行しました｡これまで広島､アイルラ
ンド､トゥーロン､アヌシーと参加して来て今回は5度目のフェスティバルとなりますが､とてもユニークなもの
で印象的な旅でした｡以下簡単な報告です｡

7月15日-16日
　日本からは直行便がない
ためニューヨーク経由(ロス
経由もあり)でサンパウロま
で､さらに飛行機を乗り換え
てリオデジャネイロについ
たのは機体故障による遅れ
もあって30時間以上の後の
こと｡まだ何もしていないと
いうのにすでにへろへろ｡南
半球なのでいちおう冬のは
ずだが日本の夏とあまり変
らない｡迎えの車で案内され
たホテルはイパネマ海岸に
続くレブロン海岸の真ん前
で､さすがゲスト待遇と喜
ぶ｡他のゲスト達もここに滞
在するらしい｡会場は海岸か
らは少し離れたダウンタウ
ンにあり､毎日車で送り迎え
してもらうことに｡日本を発
つ前､ネットで調べた治安情
報は｢間違いなく世界で1番
危ない国のひとつ｣｢ニュー
ヨークのハーレムの10倍危
険｣など恐れおののくものば
かりで､仕事道具のビデオカ
メラを持って行くのもため
らわれるほどだったのだが､
とりあえず安心｡この日は展



示チェックのみ｡展示会場は
3階建ての建物の一室で専門
の美術ギャラリーになって
おり､かなり広い｡

展示会場

7月17日
　フェスティバル自体は15日に始
まっているものの､展示のオープ
ニングは17日で､やはりこの日か
ら本格的に上映なども始まるらし
い｡上映とワークショップのメイ
ン会場は展示会場のすぐ近くで､
ブラジル銀行に併設されているシ
アターである｡会場の入り口も駐
車場に入るにも､やたらと警備員
がたくさんいる｡やはり治安が悪
いせいだろうか｡会場のエレベー
ターはなんと手動式で､驚いたこ
とに椅子に座った係の人(若い女性
からおじいさんまでさまざま)が各
1人乗って操作しているのだ｡なる
ほど､1日中立ちっぱなしでいるこ
とはないと感心｡でも椅子のせい
で狭いので常に4､5人しか乗れな
い｡
　メイン会場のホールは早くも子
ども連れの観客でいっぱい｡ここ
ではゾートロープ､パラパラまん
が､クレイアニメーション､砂アニ
メーション､ピクセレーション(コ
マ撮りの特殊撮影)など子供向けの
体験ワークショップをやってお
り､各々ボランティアスタッフが
ついて指導するのだが､これが実
に本格的で楽しい｡ビデオ撮影し
たものはすぐその場で再生して見
せてくれる｡アニメーション
ミュージアムの参考にビデオを撮
りまくる会長なみきさん｡
　アニドウの展示会場をのぞくと
けっこう人がいた｡素晴らしい展
示ですねと声をかけられる｡小さ
い子は必ずと言っていいほどセー
ラームーンのポスターに大喜び｡
みんな作品を知らなくても､純粋
に絵として楽しんでくれている様



子供たちであふれるワークショップ会場

子｡
　上映の方も見に行く｡今回私達
のプログラムはA･Bに分かれてお
り､Aは｢ゴーシュ｣｢この星の上
に｣､Bは日本の古いアニメーショ
ンと｢この星の上に｣｡各プログラ
ム共会場と時間を替えて､繰り返
し上映される｡スクリーンの下に
はポルトガル語の電光字幕が出る
ようになっている｡｢ゴーシュ｣で
は動物達の登場シーンで笑いが起
き､地球の裏側でも反応は同じだ
なあと感慨深い｡お客さんの入り
は8割ほどで､まあまあだった｡
Bプログラムはなみきさんがゲス
ト講演する回がリオとサンパウロ
で1日ずつある｡他のゲスト作家も
同じ｡講演といってもchatと名前が
ついているので｢おしゃべり｣程度
でいいらしい｡このときばかりは
私はビデオ撮影と写真撮影の両方
引き受けなければならない｡つい
この前までド素人だったのに､だ
いじょうぶか不安｡
　他のゲストは英国のロイヤル･
カレッジ･オブ･アートから講師数
名､ポール･グリモーの弟子ジャン
=F･ラギオニー､｢ベルギーアニメ
の父｣ラウル･セルヴェ､チェコの
ミカエラ･パブラトーヴァ(彼女
も'99アヌシー審査員の一人)､そし
てブラジルでは数々のコマーシャ
ルを手がけ超有名だというウォル
バシー･リバス｡ディレクターのマ
ルコス氏を含め4人もなみきさん
の写真集｢Animated People｣に載っ
ている｡ありがたくサインをいた
だく｡もはや私の持っている写真
集は完全にサイン帳と化してい
る。

ディレクター、マルコス氏はトロフィーを
見せる

7月18日
　いよいよなみきさんの｢チャッ
ト｣｡ブラジル在住の日本人フジカ
ワさんが通訳についてくださる｡
持ち時間が短いので､かんたんな
作品紹介のあと上映､最後に質疑
応答という構成にする｡マルコス
氏によるポルトガル語の経歴紹介
があって､なみきさん登場｡背広に
下駄ばき｡ゲスト参加賞として宇
宙飛行士の人形トロフィーをいた



だく｡ボディーについている針金
を回すとカタカタカタ･･と足が動
いてかわいい｡ビデオ撮影は位置
を決めて三脚で固定したまま､写
真を撮っていたら､このトロ
フィー授与だけは立って行われた
ので後で見たら思いっきりなみき
さんが端に追いやられていた｡わ
ざとやったろうとなみきさんに責
められる｡
　実は講演にあたってブラジルの
実情を知るべく､日本のアニメに
ついて周辺スタッフに訊いてみた
のだが､誰も宮崎駿監督を知らな
いのでなみきさんは｢これじゃ話
ができない!｣と頭を抱える｡向こう
で放映されているものといえば
セーラームーンとポケモン､ドラ
ゴンボールZくらいか｡ハーロック
もナウシカも一般的には全く無名
だということが判明する｡事前の
新聞取材で｢AKIRA｣や｢カード
キャプターさくら｣などについて
聞かれていたのは何だったのか｡
　日本のアニメーションは｢のら
くろ伍長｣｢絵本1936年｣｢団子の行
方｣｢新説かちかち山｣｢くもとちゅ
うりっぷ｣｢桜｣｢魔法のペン｣の7本
上映｡日本語だけなのでわからな
いだろうなあと思っていたら､通
訳のフジカワさんが機転をきかせ
て同時通訳してくださった｡とっ
さに訳せるような簡単な日本語で
はないので､その素晴らしさに驚
嘆｡(ポルトガル語はわからないけ
ど)おかげでみんな熱心に見てくれ
たと思う｡しかしこれが今の日本
のアニメの原点ですと説明して
も､なかなかそうは思えないん
じゃないだろうか｡いわゆる日本
のアニメを期待して観に来てくれ
た人達には期待はずれだったかも
しれない｡
　質問タイムでは｢今の日本では
アニメーション専門の学校がある
か｣｢AKIRAやJINROのようなリア
ルなアニメが登場して､今後どう
なっていくと思うか｣｢なみきさん
にとって嫌いなアニメはどんなも
のか｣等の質問が出る｡最後まで
残っている人はやはり日本のアニ



メの熱心なファンのようだ｡｢私個
人の考えではそういうものは日本
にはありません｡一面的な技術し
か教えないから｣などと相変わら
ず独断的だが､一生懸命答えるな
みきさん｡下手なCGアニメほど嫌
いなものはないと言い､CGといえ
どアニメーションの才能がある人
が描かなければいずれ駄目になる
だろうと力説｡リアルなものだけ
が日本のアニメではないので､今
後を考える上でも宮崎監督の新作
(｢千と千尋｣)に注目していると答
える｡こちらではまだ一部の人に
しか知られていないけれど｡
　2時間の講演を終え､ほっとして
夕食｡この日は主催者の招待ディ
ナーで､何やら隠れ家っぽいレス
トランに案内される｡枯れ葉を敷
きつめた床に薄暗い照明､テーブ
ルの上の料理は干し肉のステーキ
や海老をココナツミルクで煮込ん
だ物などブラジルの伝統料理が並
んでいた｡カイピリーニャという､
さとうきびから作った強いお酒に
ライムを絞ったものが定番だが､
ものすごく強いのでそんなに飲め
ない｡が､隣のなみきさんはぐいぐ
い飲んで何杯もおかわりしてい
た｡普通は砂糖を入れてあるのだ
が､甘いのは嫌いななみきさんが
覚えた唯一のポルトガル語｢セン･
アスーカル!(砂糖無しで)｣が連発
される｡

以下続く　

      


